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改 訂 後 改 訂 前 

(2) その他の副作用 (2) その他の副作用 

  頻 度 不 明  頻 度 不 明 

  （略）  （略） 

 その他 発熱、熱感、血圧上昇、血清コレステロール

上昇、血清コレステロール低下、トリグリセ

ライド上昇、血清総蛋白減少、CK(CPK)上昇、

CK(CPK)低下、血清カリウム低下、血清カル

シウム低下、血清カリウム上昇、頭痛、尿中

ブドウ糖陽性 

その他 発熱、熱感、血圧上昇、血清コレステロール

上昇、血清コレステロール低下、トリグリセ

ライド上昇、血清総蛋白減少、CK(CPK)上昇、

CK(CPK)低下、血清カリウム低下、血清カル

シウム低下、血清カリウム上昇、頭痛 

  

改訂理由 

◆自主改訂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の改訂内容(記載整備を除く)は、日本製薬団体連合会発行 医薬品安全対策情報（DSU №297 2021年 3月）に掲載される予定です。 
最新の医薬品添付文書情報は、PMDA HP「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）
および弊社 HP（https://www.yg-nissin.co.jp/）に掲載致します。
 


